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本誌の           年 4月号からの1年間の誌代は12,080円（税
込　増刊号2冊を含みます）。振替口座00140-4-768848

本誌定期購読の場合は送料サービス。書籍・バックナンバー
のご注文は１冊につき送料100円（３冊以上送料サービス）で
お送りします。お支払いは送本時同封の郵便振替用紙で。

2019

●特集１を読み、思い出した同級生がいます。
こだわりが強く、少々「変わった子」の彼女。
しかし、周囲はそれを理解し受け入れており、
彼女はまさに「学級に溶け込んで」いました。
石川啄木の大ファンで、休み時間は常に歌集を
読んでいた彼女の持つ世界に私は憧れていた
のですが、話す機会もなく卒業してしまいまし
た。「今なら、何と話しかけるだろう」と考え
ます。 
●子どもの自殺は９月１日に多いと指摘されて
います（自殺対策白書）。今年も８月31日には、
メディアやSNSで「つらければ学校に行く必要
はない。命のほうが大切」というメッセージが
流れることと思います。命が大切なことに異存
ありませんし、そのようなメッセージで救われ
る子もいるでしょう。しかし、最初から学校を悪
者にするような言い方に違和感があります。特
集２はそのような思いを込めた特集です。 

クラスの子が叱られていると、叱られて
いる子以上につらそうだったり、大きな
音がしたときに過剰に驚いたりする子が
います。「敏感すぎる子（HSC）」は15～
20％程度いるとも言われています。

チームでの支援はメリットがある反面、
責任の所在が曖昧になる、情報共有が滞
るなど、支援に空白が生じてしまうこと
もあります、こうした「すき間」をどう
防いでいくのかについてご紹介します。
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